
令和４年１０月教育委員会定例会 議事録

日時   令和４年１０月６日（木）

場所   県庁行政棟７階「教育委員会室」
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令 和 ４ 年 １ ０ 月 教 育 委 員 会 定 例 会 議 事 録

開 催 日 時

開 催 場 所

出 席 委 員

出 席 職 員

開 会

署名委員指名

前回会議録承認

冊 子 １

協   議（１）

令和４年１０月６日（木） １４時００分

長崎県庁行政棟 教育委員会室

中﨑教育長、廣田委員、黒田委員、森委員、伊東委員、嶋崎委員

島村政策監、狩野教育次長、桑宮総務課長、加藤義務教育課長、谷

口義務教育課人事管理監、田川高校教育課長、初村高校教育課人事

管理監、分藤特別支援教育課長、大川児童生徒支援課長、山﨑生涯

学習課長、三好生涯学習課企画監

（中﨑教育長）

それでは、ただいまから１０月定例会を開会いたします。

本日の議事録署名委員を、私から指名させていただきます。議事

録署名委員は黒田委員、嶋崎委員の両委員にお願いします。

次に、９月定例会の議事録は、各委員に送付されておりますが、

承認してよろしいでしょうか。

「異議なし」と呼ぶ者あり

（中﨑教育長）

ありがとうございます。ご異議ないようですから、前回の議事録

は承認することにいたします。各委員にご署名をお願いいたします。

それでは本日、提案されている議題等のうち、冊子２及び冊子３

につきましては、教育委員会の会議の非公開に関する運用規定によ

り非公開として協議を行いたいと思いますが、ご異議ございません

でしょうか。

「異議なし」と呼ぶ者あり

（中﨑教育長）

ご異議ないようでございますので、そのように進めさせていきま

す。

では、定例教育委員会冊子１について審議いたします。協議事項

（１）について、協議内容の説明をお願いいたします。
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（三好生涯学習課企画監）

それでは、協議事項（１）について説明させていただきます。資料

の１ページをご覧ください。長崎県読書バリアフリー推進計画の素

案について、ご説明いたします。

読書バリアフリーとは視覚障害、発達障害、肢体不自由などによ

り、視覚による表現の認識が困難な方に読書環境の整備を進めよう

とする取組のことです。国においては、令和元年度に視覚障害者等

の読書環境の整備の推進に関する法律、いわゆる読書バリアフリー

法が制定され、令和２年度には、国の基本計画が策定されました。

そこで、地方公共団体においても、推進に関する計画を定めるよう

努めなければならないとなっております。これを受けて、本県にお

いても、推進計画の策定を進めているところです。

視覚障害者等の読書環境の整備については、県の総合計画や障害

福祉計画に記載をしておりますけれども、今回、それらをさらに具

体化して、県の読書バリアフリー推進計画として、教育分野と福祉

分野が連携して具現化していくための行動計画として取りまとめて

おります。

それでは、計画素案をご覧ください。まず、４ページをお開きい

ただき、目次をご覧ください。計画素案は４つの構成、基本的な考

え方、現状と課題、基本的な方針、具体的な施策で構成しておりま

す。

５ページをお開きください。計画の基本的な考え方として、策定

の趣旨や、県の他の計画との位置づけを記載しております。

６ページをお開きください。この計画の対象は視覚障害、発達障

害、肢体不自由その他の障害により読書が難しい、あるいは寝たき

りや上肢に障害がある等の理由で、書籍を持ったり、ページをめく

ることが難しい方を対象としています。障害者手帳の有無は問いま

せん。計画の期間については令和５年度から９年度まで５か年と考

えております。またＳＤＧｓとの関係も記載しております。

７ページをご覧ください。視覚障害者等の読書環境の現状と課題

について記載しております。ここでは県行政の関連施策の現状を記

載しております。また８ページからは参考として視覚障害者等が利

用しやすい書籍等について、どんなものがあるのかも例示しており

ます。

読書バリアフリーにおいては、耳慣れない言葉が幾つか出てきま

す。わかりやすい表現にするよう努めておりますが、国の計画や資

料等に用いられ、その用語が今後、一般的になるであろうものにつ
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いては、あえて言い替えをせずに、そのまま用いております。代表

的なものがアクセシブルな書籍です。当初はひどく馴染みにくい言

葉だったので、身近なわかりやすい言葉に言い換えをしようかと考

えましたが、そうなると定義がぼやけてしまうため、計画の用語と

してどうか、また全国的な会議やニュースなどで使われる言葉であ

れば、この言葉を知っておくべきではないかと考え、ここではその

ままアクセシブルな書籍という言葉を用い、わかりやすい説明を付

記することといたしました。アクセシブルな書籍は、代表的なもの

は点字図書、拡大図書などがあります。

１０ページをご覧ください。本県の課題を記載しております。読

書に困難を感じる当事者の方や関係団体からのお話、懇談会での意

見をもとに整理しております。課題は大きく３つ、１つ目は視覚障

害者等が利用しやすいアクセシブルな書籍・電子書籍というもの自

体が、まだまだ十分ではないこと。また、それらを作製する人材の

確保が難しくなっていることをあげています。２つ目は点字や音声

データを提供するなど、支援サービスがあるにもかかわらず、その

利用が進んでいないこと。３つ目は図書館や県視覚障害者情報セン

ターなど、関係機関がそれぞれに支援サービスを実施しております

が、これらの取組が相互に、また一般県民や当事者の方にも十分に

知られていないのではないかということなどをあげております。

１１ページをご覧ください。今後の取組について、大きな括りで

基本的な方針を３つあげています。１つ目は、「誰もが利用しやす

い本をそろえる、増やす」、２つ目は、「誰もが利用しやすい読書環

境をつくる」、３つ目は、「みんなに開かれた読書環境があることを

伝える」です。具体的な施策は１２ページをご覧ください。１つ目

の「誰もが利用しやすい本をそろえる、増やす」については、アクセ

シブルな書籍等を種類や分野に配慮して増やしていくこと。製作人

材の育成に向けてノウハウを共有したり、若い世代へも裾野を広げ

ていくことなどをあげております。

１３ページをご覧ください。２つ目の「誰もが利用しやすい読書

環境をつくる」においては、サピエ図書館や国立国会図書館のデー

タ送信サービス、県立図書館始め関係機関で実施している支援サー

ビスの周知、サービス人材の養成、資質向上などに取り組むことを

あげています。

１５ページをご覧ください。３つ目の「みんなに開かれた読書環

境があることを伝える」においては、教育と福祉の関係機関が連携

してアクセシブルな書籍・電子書籍等の相互貸借や支援に関する情

報を共有すること。また行政関係だけではなく、例えば眼科医など
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質 疑

のかかりつけ医、眼鏡店とも連携し、支援を必要とする方へ、必要

な情報が届くよう周知に取り組むことをあげています。さらに図書

館関係者、社会教育関係者、学校教育関係者に研修を行い、読書バ

リアフリーに対する意識の底上げを図り、若い世代への啓発にも取

り組みたいと考えております。この周知、啓発は県としても特に力

を入れていきたいと考えているところです。委員の皆様からのアイ

ディア、ご助言など、お聞かせくださいますよう、よろしくお願い

いたします。以上が素案の概要となります。

それでは２ページにお戻りください。今後のスケジュールとしま

しては、１０月下旬から１１月にかけてパブリックコメントを行い

ます。そしてそれらの結果も踏まえて、来年１月の定例教育委員会

において、議案として提出したいと考えております。その後、県議

会での報告を経て、周知・広報に取り組む予定としております。以

上で説明を終わります。ご協議、よろしくお願いいたします。

（中﨑教育長）

ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等はございません

でしょうか。

（廣田委員）

私もこの視覚障害者等関係の、図書閲覧ということについては、

特に盲学校とか県立図書館とかの移動教育委員会などで視察させて

いただいて、そこでの知識しかあまりないのですけど、初めて、県

視覚障害者情報センターがあるということを知りました。それでこ

のセンターをどこが所管して、どこにあるのか。そして、ここは視

覚障害者の方々が利用しやすい書籍等の収集、閲覧、貸出をしてい

るということですけれども、実態はどういう状況にあるのか、それ

を利用されているのか、皆さんここを知っていて、そこから借りて

いる、そういう状況があるのか。全然知らなかったので、そのこと

を、まずお聞きしたいです。

（三好生涯学習課企画監）

県の視覚障害者情報センターにつきましては、福祉保健部の所管

になりまして、直接の担当課は障害福祉課になります。場所は橋口

町にあります長崎こども・女性・障害者支援センターの３階に設置

してあります。ここは視覚障害者を対象としたセンターとなってお

りまして、お尋ねがありました資料の収集情報ですが、資料がＣＤ

録音図書、テープ録音図書、点字図書などあわせまして、約１万２，
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０００タイトルをお持ちです。これに対して年間の貸し出し利用は

約６万５，０００タイトルと聞いております。このセンターを知っ

ている方は利用されているという状況かと考えております。

（廣田委員）

ということは、視覚障害者の方は、もうその存在というのは、は

っきり認識しておられると考えていいのですか。

（三好生涯学習課企画監）

基本的には、ご存じだと思います。

（廣田委員）

それならいいのですけど、盲学校をちょっと訪問させていただい

たときに、僕がびっくりしたのは、点字の図書というのを、自分た

ちで製作することもあるということを、ちょっと聞いたような気が

するのですよね。ああいう、例えば小説を、あそこの場合は多分、教

科書だったと思いますけど、教科書を点字図書にする。そういう作

業は盲学校の中ではできる人がいると。１冊の例えば小説にしても

大変なことだろうと思うのですよね。それを点字図書、こんな厚く

なるような感じがするのですよね。そういうものを作っていく場合

に、この県視覚障害者情報センターがそういうものを実際やってい

るのでしょうか。

（分藤特別支援教育課長）

盲学校には、こういう会議等の議事録を点字で出力する点字プリ

ンターなど備えておりまして、こういう議事録を点字で盲学校の先

生が読むような施設もありますし、今、先ほどご説明があった点字

の教科書、これは教科書発行者が出している検定教科書をボランテ

ィア機関が点字化して必要な児童生徒に給与しているという教科書

の需要の流れがあります。また、本県の視覚障害者情報センターに

おきましては、例えば目が見えない方が、あの小説を読んでみたい

と。しかし、まだ点字化されていないと。県視覚障害者情報センタ

ーに相談して、県視覚障害者情報センターのボランティアさんが点

字化して提供してくれると。そういったような流れがつくられてお

ります。

（廣田委員）

やっぱり一番大事なのは、そういう点字図書を作るとか、視覚障
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害者にとっては点字で本を読んでいくか、あるいは音声に変えて耳

で聞いて、そういう本を読んでいくしかないだろうと思ったときに、

どこが、今の答弁では県視覚障害者情報センターがそういうものを

作っていくという、その連携の仕方というのが非常に大事だと思う

のですよね。県立図書館にしても福祉保健部にしても、どちらかが

作る方で、どちらかが依頼していくというような、そういうことを

やっていく連携が非常に大事ではないかと思って、ここの中にもち

ゃんと書いてあるから、それはそれとしてわかるのだけど。そんな

簡単にできるものかなというのは、ちょっと疑問なのですけどね。

（三好生涯学習課企画監）

おっしゃるとおり、本県内で例えば点字図書でありますとか、音

声図書を作るのは、この県視覚障害者情報センターさんが中心にな

ります。これらの情報というのは、本県が作ったものを本県だけが

使うということではなくて、全国の点字図書館、公立図書館、ボラ

ンティア団体、あと国立国会図書館でも、こういったデータを作成

しておりますので、それをみんなで共有するというシステムになっ

ております。それを県視覚障害者情報センターを通してだけ利用す

るのではなくて、県内の公立図書館でもそういったものをもっと身

近に利用していただけるように連携していきたいと考えておりま

す。

（廣田委員）

だんだん、わかってきました。そういう意味では、この推進計画

というのは非常に大事な計画だと思うのですよね。どこが作って、

そして、どういう形でそういう情報を提供していくのか。それを県

内だけではなくて、全国でもそれを利用できるようにしていくとい

うことですが、これを１県だけでやっても間に合わないと思うので

すが、これは全国で一斉に起こっている動きと捉えていいのですか。

（三好生涯学習課企画監）

読書バリアフリーについては今、全国で動きが本格化していると

ころです。本県が恐らく全国で１５、６番目に、この推進計画を策

定することになると思いますが、図書館の活用においても、読書バ

リアフリーにどう貢献していくかということがテーマの１つとなっ

ております。

（伊東委員）
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今、こういう本を点字にしてほしいという話がちょっと出たかと

思うのですけど、そういう利用者側の声というのは、どれぐらい反

映されるものかということをお聞きしたいのと、書籍という形で出

ているものを、例えば音声の形態に直すというとき、著作権の問題

とかはないのかと思ってお聞きしております。

（三好生涯学習課企画監）

リクエストについては、県視覚障害者情報センターが個別に対応

という形でされています。ただやはり、特に点字については、作成

するまでに時間がかかるというところがありますので、ニーズがあ

って直ちにというのが難しい状況にはあります。

２点目の書籍をデータ化するときの著作権についてなのですが、

これについては、２０１９年にマラケシュ条約というものが国際的

にありまして、それに日本が批准した折に、著作権法の改正がなさ

れまして、視覚障害者等が活用する際には著作権の適用除外といい

ますか、そういった定めがなされております。

（黒田委員）

点字であるとか音声だとか、こういう需要というのは結構あるの

だろうと思うのですが、そういう点字での作成というのは、ほぼボ

ランティア団体に頼っていらっしゃるのでしょうか。あるいは一般

の企業で採算性が取れるなら、そういうものもどんどん作っておら

れるのだと思いますが、現状はどうなのですか。

（三好生涯学習課企画監）

現状としましては、ボランティアの方に頼っている部分が非常に

大きいです。一部については販売されているものもございますが、

圧倒的に、現状としましてはボランティアという状況です。

（黒田委員）

基本的にボランティアの団体が作成されているのであれば、今、

もうＡＩだとかロボットだとか３Ｄプリンターなんかで、点字が作

れるかどうかわかりませんけど、そういうふうなツールというのは、

どんどん採用なんかできておるので、これからはどんどん、それは

広がっていくのではないかとは思っているのですが、その辺の感覚

はどうなのでしょうか。

（三好生涯学習課企画監）
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現在、書籍等のテキストデータの活用というのが進んでおりまし

て、電子書籍というのも増えておりますが、点字で読む方というの

が今、減ってきている状況もありまして、書籍の情報をテキストデ

ータに変換して、そのデータに読み上げ機能を持たせる、目次機能

なども持たせる、そういった加工の方が現在、増えている状況です。

（黒田委員）

ですから、書籍自体はそういう形で新たなツールを利用してどん

どん増えている。早くなっているのですね。

（伊東委員）

前にちょっと関わった学生なのですけれども、やはり障害があっ

て、ヘッドフォンとかを付けていないと集中ができないという学生

がいたのですけれど、図書館の中でも、誰か人が動いたりとか、少

しでも音が入ってくるとだめという学生がいたことがあって、その

ときは、その学生さんが利用できるように個室というか、ほとんど

外の音を遮断してヘッドフォンを利用するような、そういうことと

かやっていたのですけど、例えば県立図書館とか市立図書館とか、

そういうことも配慮されたような環境はあるのですか。ここにみん

なに開かれた読書環境と書いてあるので、ちょっとお聞きしたかっ

たのですけど。

（三好生涯学習課企画監）

まず図書館は今、バリアフリーの環境を進めております。その中

で今、お尋ねがあったような個別の状況につきましては、それぞれ

どこまで合理的な配慮ができるかというところで、その館が持って

いる施設であるとか、検討しながら進めるものと考えております。

（伊東委員）

今、現状としては何かをやろうということですか。

（三好生涯学習課企画監）

現状としては、もう行けばその部屋がすぐ使えるという環境にな

っているものは少ないと思います。ただ、例えば対面朗読室であり

ますとか、視覚障害者の方が使いやすい機器類を設置している部屋

などもありますので、個別にご相談いただければ対応できることも、

図書館ではあると考えております。
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報  告（１）

質 疑

（中﨑委員長）

よろしいでしょうか。ほかに、ご質問ございませんでしょうか。

それでは今回、出たご意見、あるいはパブリックコメントを踏ま

えてですね、また１月の定例の方に議案として出させてもらいます

ので、よろしくお願いいたします。

それでは、次に報告事項に入ります。報告事項に（１）について、

ご説明をお願いいたします。

（田川高校教育課長）

「令和５年度県立高等学校及び特別支援学校高等部において使用

する教科用図書の採択結果について」、ご報告をいたします。冊子

１の１７ページ、報告事項（１）をご覧ください。

（１）基本方針と（２）採択の方法につきましては、今年度４月の

定例教育委員会で決定されたものでございます。この基本方針、採

択の方法に基づいて進めてまいりました。

別冊資料をご覧ください。令和５年度使用の学校別採択教科書一

覧をお示ししております。７１校からあわせて３，３１９点の教科

書が採択希望教科用図書として高校教育課に報告がありました。県

教育委員会事務局の各教科担当指導主事、すなわち各教科を専門と

する職員が不明な点は学校に問い合わせるなど、十分な確認を行っ

たのち、８月３１日に採択についての関係課による確認を実施し、

教育課程との整合性や学校及び生徒の状況との整合性また選定理由

の妥当性などを精査いたしました。その後、一覧にお示ししており

ます３，３１９点を９月１３日の教育長の決裁をもって採択といた

しましたので、ご報告いたします。

（中﨑教育長）

今の報告に対しまして、ご質問、ご意見等ございませんでしょう

か。

（廣田委員）

毎回、質問しているのですけど、１７ページの採択の方法の２の

ただし書きの部分です。いつも気にするのは、国の検定教科書がな

い場合に、この規定により、適切な図書を学校が自由に選んでいい

と、そういう教科書がない場合にはね。今ここに出されたのは、恐

らく国の検定をとった教科書だけが出されているのではないかと思

うのですよ。僕が気にしているのは新しい学科を設置しましたよね。

新しい学科を設置したということは、特色ある教育課程を組んでい
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くので、恐らく国の検定教科書にない教科書を使わざるを得ない学

校が多いのではないかと思うのですよ。そういう場合の、例えば北

陽台も新しい学科を新設したけれども、どういう教科書を使ってい

るのかね。そういうことがこの中に出てきているのか、僕はそれも

示してほしいなといつも思っているのですよね。そのことについて、

まずお願いします。

（田川高校教育課長）

今、ご質問いただきました、北陽台とかということでございまし

たので、恐らく文理探究科のお話ではなかろうかと思っております。

文理探究科については、来年度の１年生から入学してくるというこ

とで、まだ今年度、教科書の選定中でございまして、今、報告にあっ

ておりますこの中には、いわゆる一般図書、目録にない教科書が、

その中には入っておりません。締切がもう少し後でございますので、

来年度設置される文理探究科がどのような一般図書、目録以外の図

書を使ってくるかというのは、まだ私たちの方ではちょっと把握を

していないという状況でございます。

（廣田委員）

それはいいのですけど、例えば松浦高校だったかな、地域科学科

を設置しましたよね。そういう学校でも国の検定教科書しか使って

ないのですか。国指定の教科書以外のものを使っている学校は結構

あったと思うのですけど、それがこの中にはないですよね。それを

聞きたいのですが。

（田川高校教育課長）

次年度の分についてはそこにちょっとないのですが、例えば今年

度、例えば長崎東高校には国際科を設置しておりまして、探究的な

学習をやっております。長崎東高校が現在用いています、いわゆる

一般図書につきまして簡単にご紹介させていただきますと、英語探

究という学校設定科目の中で、一般図書を使っています。どんなも

のを使っているかといいますと、英文の中にジェンダーですとか、

あるいは難民問題ですとか、あるいは医療、あるいはＳＤＧｓ、そ

ういったような今日的課題の英文を読ませて、生徒たちに探究的な

学習をさせていると。その教科書は、ダウンロードをして音声や画

像、そういったものを見ることができるということで、視覚的な資

料をもとに探究的な学習ができるような、そういう一般図書を使っ

て探究的な学習を進めている学校もございます。
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（廣田委員）

そういう学校数とか、例えば今、長崎東高校の件を話してくださ

ったけど、東高以外の学校もそういう学校が何校ぐらいありますか。

そして、いつもこれが出てくるときに、採択の方法について、「２」

にちゃんと書いてあるのに、教科書のものだけ、こう出ているので

すよね。これも同じく採択するのだから、そういうその他の採択の

方法、「２」で選択した、ただし書きの部分についても、示してもら

えば、この学校はこういう教科書を使って新たな道を歩んでいるの

だということがわかるから、それも示してほしいなと思ったのです

が。

（田川高校教育課長）

今、おっしゃいました件につきましては、４月と、この１０月で

教科書が報告事項としてあがってまいりますので、次年度また、ど

ういう一般図書を使っているのかということにつきましては、４月

か１０月か、また改めてお示しをするような形をとりたいと思って

います。なお、今年度の一般図書の採択件数ですけども、４８校で

３６４冊が目録以外の一般図書として採択されております。

（廣田委員）

私は、その３６４冊の方を見たいので、できたら次の報告からぜ

ひ、こういう本をこの学校が使っているのだということを示しても

らえれば、長崎県の教育も新しいことをやっているということがわ

かるので、ぜひ示してほしいと思います。

（中﨑教育長）

次回から、そのようにお示しをよろしくお願いします。

（廣田委員）

これは最近、報道があったのですけど、教科書採択について、確

か、ある教育長の校長時代に教科書会社が接待していたと。ですか

ら、そういうことが非常にシビアな時代なので、長崎県の中にも教

科書の作成に関わっている人、あるいは教科書会社がいろんな方法

を使って採択の働きかけをしてくるかもわからないので、そういう

ことがなかったのかどうか、県教委としては学校にどういうふうな

指導をしているのか教えてほしいです。
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報  告（２）

（田川高校教育課長）

教科書の選定から採択に至る過程につきましては公平性、それか

ら透明性が求められております。毎年、各学校については、厳格に

行うようにということで通知を出しておりまして、近年そういった

事例は長崎県では報告されておりません。

（中﨑教育長）

ほかにございませんでしょうか。それでは、続きまして報告事項

（２）について、ご説明をお願いいたします。

（田川高校教育課長）

１８ページ、報告事項（２）「プログラミング教育の充実に係る取

組について」、ご報告をいたします。

「１．教員研修」につきまして、高等学校では今年度から必履修

科目、情報Ⅰの授業が始まっており、教員の指導力向上のため、指

導レベルを２段階に分けた教員研修を行っております。（１）の表

中の上段、情報Ⅰ教員研修が初級から中級程度のものでございまし

て、今年度の見込みも含めまして計４３名が受講予定ですが、（３）

の備考に記載しておりますように、文部科学省や情報処理学会が実

施しているオンライン研修等も代替研修として認めておりますの

で、これを含めた研修の受講予定者は対象の県立高校教員２９６名

のうち、２４６名が受講予定もしくは受講済みとなっておりまして、

割合にして８３．１％の教員が今年度のうちに研修の受講を終了す

る予定となっております。また（１）の下段の情報エキスパート教

員養成研修が上級者向けでございまして、昨年度から引き続き長崎

県立大学の情報システム学部の協力を得まして実施をしているとこ

ろでございます。

引き続き「２．プログラミング講座・コンテスト」についてです。

生徒の情報活用能力の育成につきましては、長崎大学及び産業界と

連携し、ＩＴ人材の育成を目的としたプログラミング講座・コンテ

ストを令和元年度から実施しております。今年度は８月２日から５

日までの４日間、バーチャルリアリティコースとロボット制御コー

スの２つの講座を公私立１４校から３１名の高校生が受講をいたし

ました。また８月１０日にはコンテストを開催し、研究成果の発表

及び表彰を行うとともに、県内で情報関連学部を持つ大学による学

部説明及び長崎県情報産業協会による講話を実施いたしました。今

後、教員の資質向上と生徒の学びの場の確保の両面から情報教育の

充実を図ってまいりたいと思っております。
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質 疑

（中﨑委員長）

ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等ございませんで

しょうか。

（廣田委員）

令和７年度から、共通テストにプログラミングが入ってくるとい

うことで、情報の先生方というのは、プログラミングの内容につい

て、きちっと理解して教える教員に育てないといけないということ

なのですけど、この４３名の情報Ⅰの教員というのは、もうこの中

にすべて網羅されているのでしょうか。下には２９６名のうちの２

４６名と書いてあって８３．１％。これは情報以外の先生も受けた

上での８３．１％なのだろうと思うのですが、情報の先生は４３名

しかいないのですか。

（初村高校教育課人事管理監）

１８ページの資料ですけれども、そこの２９６名というのは、こ

の情報Ⅰを担当する可能性のある教員で、各学校に調査をしまして、

今後も授業をする可能性があるのが２９６名で、そのうちで（１）

の情報Ⅰの研修とエキスパート研修、あわせて文部科学省、情報処

理学会のオンライン研修などを受講した人数の合計が２４６名とい

うことになります。今年度、情報Ⅰの授業が始まっておりますけれ

ども、県内で４２校が情報Ⅰの授業を実施しておりまして、その４

２校で実際に授業をしている教員の数が７１名ということになって

おります。

（廣田委員）

ということは、４２校で７１名の人がやっているということです

よね。令和４年度で、ほぼ完成すると見ていいのですか。きちんと

指導できる教員になっているというふうに考えていいのですか。ま

だ今後もこれを継続していくのですか。

（初村高校教育課人事管理監）

これは継続をしていきまして、今、現に２９６名中２４６名です

ので、残りの教員を今後、研修を次年度、再来年度、実施をして完全

なものにするという形になります。

（廣田委員）
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７年度の共通テストで、どういう出題の仕方になるのかよくわか

ってないのですけど、恐らくパソコンを使わせるのかと思ったので

すが、パソコンを使ってプログラミングの力を試していくというよ

うな出題になるのかとも思いながら、そうであるならば、やはり急

いで、そこまで先生方の力量を上げないと、もっと力を入れて指導

していかないと、生徒たちに影響が出るなと思ったものですから、

それはどうなのですか。

（田川高校教育課長）

令和７年度の大学入学共通テストに向けまして、最初、コンピュ

ーターベースドテスティングということで、コンピューターを使っ

たテストが検討されておりました。ただし問題が非常に多く、解決

すべき事項も多いということで従来どおり、ペーパーベースでの試

験になっております。大学入試センターが、この情報Ⅰの試行問題

を既に公表しております。それをどのようなものか見てみますと、

紙面上にプログラミングの画面のようなものがあって、そこにどん

なものが入っていくのかというようなことが問われている、そうい

う問題でございました。大まかな内容でいきますと、その試行問題

では比例代表選挙のいわゆる議席を、比例代表で各党に配分してい

くことのプログラミングを組んでいくということで、各教科で勉強

しているようなことを、プログラミングをさせていくというような、

そういうものが出題されていたという状況でございます。

（黒田委員）

このプログラミングを高校生が学ぶレベルですけれども、低いも

のから高いものまで、本当に専門的なプログラムもあるでしょうし、

文系でも利用できるような簡易言語というのが今、ございますよね。

そういうレベルの研修と理解してよろしいのでしょうか。

（田川高校教育課長）

この１８ページの資料２の、いわゆるプログラミング講座コンテ

ストの内容を少しご紹介させていただきます。２つ講座ございまし

て、バーチャルリアリティコース（言語：Ｃ♯）とありますけれど

も、これでは三次元の空間でさまざまな物体をプログラミングさせ

て動かしていくというようなものが行われたようでございまして、

実際には太陽系のさまざまな惑星を動かしてみて、何月何日にはど

んな状態なのか、それをこの惑星から見たら、どんな形のふうに見

えるのかというような形で、実際の国立天文台にあるような、ホー
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報  告（３）

ムページで掲げているようなものに非常に近いもので、優れた作品

ができ上がったということで、そういうレベルの内容であったと報

告を受けています。

（黒田委員）

すると、先生方のレベルも結構、高くないとなかなか難しいです

ね。その辺はどういうふうに具体的に進んでいるのでしょうかね。

研修は受けられましたけど。

（田川高校教育課長）

今、申し上げた下の段に、生徒向けのものは大学の先生方にお願

いをして行っていただき、そこに引率してきた高校の教員もおりま

すので、先生たちにとってもいい刺激になったということです。

（中﨑委員長）

ほかにございませんでしょうか、それでは、続きまして報告事項

（３）について、お願いいたします。

（山﨑生涯学習課長）

１９ページをご覧ください。「第３７期第１回長崎県社会教育委

員の会議」についてご報告をいたします。

令和４年８月１日付で、１６名の委員の方に対しまして、第３７

期長崎県社会教育委員を委嘱し、９月９日に第１回の会議を開催い

たしました。第１回目の会議では、次の３点について協議を行いま

した。１点目は委員長、副委員長の選出。そして２点目は第３７期

長崎県社会教育委員の活動の方向性について。３点目は、県教育委

員と県社会教育委員との意見交換会についてということです。

委員長、副委員長につきましては、委員の互選により決定をいた

しました。委員長には元教育次長であり、現在、長崎県立大学地域

連携センター特任教授でいらっしゃいます本田道明氏、副委員長は、

とまちこども園副園長でいらっしゃいます郷野和代氏が就任されて

います。

次に、第３７期の活動の方向性としましては、コロナ禍にあって、

第３６期の委員が調査研究する機会や、県教育委員会に対し、社会

教育に関する助言、意見をする機会が少なかったことから、第３７

期も第３６期の協議テーマを引き継ぐことになりました。テーマに

ついては、１９ページの中ほどにお示ししておりますとおり、「人

口減少時代における長崎らしい社会教育のあり方 ～多世代・多分
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質 疑

報告（秘密会）

野が参画した持続可能な地域・人づくり～」です。

今後、令和６年７月までに、これから５回の会議を開催し、地域

学校協働活動の推進、地域総がかりでの家庭教育支援の推進、そし

て多世代・多分野がかかわる社会教育の推進について協議を進めて

まいります。

最後に令和２年度、３年度には、コロナ禍で実施ができていませ

んでした県教育委員と、県社会教育委員との意見交換会の開催につ

いても話題となりました。県社会教育委員としては１２月の定例教

育委員会と同日に開催してはどうかという意見が出ております。

（中﨑委員長）

今の報告について、ご質問、ご意見等ございませんでしょうか。

社会教育委員のメンバー表をつけた方がよかったですね。それと、

この意見交換会のテーマとかはどうされるのですか。

（山﨑生涯学習課長）

これから検討をしていきます。

（中﨑委員長）

社会教育委員は、いろんな経歴というのでしょうか、活動をされ

ている方がおられるので、今の学校教育とこの社会教育の連携とい

うのは、これからすごく大事だと思っていますので、またテーマは

我々の方で検討して、事前に皆さんにもお知らせしたいと思います。

なかなか今の教育を取り巻く課題は、これもう学校だけでは解決で

きないと思っています。家庭や地域との連携、協働の中でいろいろ

進めていきたいと思っていますので、ぜひ有意義な会になるように、

また皆さんの意見をしっかりお汲み取りしたいと思っていますので

よろしくお願いいたします。ご意見等はよろしいでしょうか。

－－－－ な し －－－－

それでは、報告事項を終了いたします。次の審議からは非公開で

行いますので、報道関係者の方は、ご退席をよろしくお願いいたし

ます。

（別紙議事録）

午後４時２６分、本日の会議を終了


